
2024年7月実施

1．講義内容について
（1）難易度について (2) 大学院講義としての適切性について

A A

B B

C C

D D

E E

F

票数 % 票数 %

A 0 0.0 A 9 90.0

B 1 10.0 B 1 10.0

C 9 90.0 C 0 0.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

F 0 0.0 計 10 100.0

計 10 100.0

(3) 教員の準備について (4) 理解度について

A A

B B

C C

D D

E E

票数 % 票数 %

A 9 90.0 A 5 50.0

B 1 10.0 B 4 40.0

C 0 0.0 C 1 10.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

計 10 100.0 計 10 100.0

(5) 講義全体で良かった点

(6) 講義全体で悪かった点

２．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください。
・大学院生に対して課題を出すのではなく、毎週講義後に小テスト等実施するようにしてほしい。
・講義資料を準備していただける先生とそうでない先生がおり、WebClass等で事前にアップしていただけると嬉しい。

【項目】

非常に難しい

難しい

2024年度前期大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程講義アンケートとその内容報告

【項目】

適切である

やや適切である

・堅苦しくなく受講できたこともあり、楽しみながら学習できた。・先生がポジティブ且つ褒めてくれるので嬉しかった。
・皆の理解度を見ながら課題の量を調整いただいたこと。・どの先生も丁寧に説明いただけたので、分からない箇所等を積極的に聞くことができた。
・各回のご担当先生の講義がわかりやすく、興味深かった。・数多くの教員から専門分野についてご教授いただけたこと。
・外部講師による特別講演は、最先端の技術や研究について学ぶことができたこと。・外部講師による講義の実施や全般的に楽しみながら受講する事ができ
た。
・薬学部出身ではないので、学部時代に習っているか、知っているかを確認しながら講義をしていただけたので、とても良かった。
・公開講義が多く学外の先生の話を聞く機会が多かったためとても新鮮だった。・少人数での講義のためとても質問がしやすい雰囲気だった。
・薬学ならではの内容を学ぶことができた点がよかった。
・薬物動態やDDSの必要性などを一貫して学べたので大きな齟齬もなく、全体を通じて頭に入っていきやすかった。

・講義の開始時に瞑想やストレッチよりも軽く立ってトークし合うようにすると講義の進行にもつながると思った。
・前半の講義は、何をやればよいのかわからなかった。例えば、論文を読んでその後何をやればよいのか等。・講義の開始時に瞑想をさせられたこと。
・課題として提出するものに何を求められているのかが全く伝わってこない。・前半は講義のインパクトが薄く、講義内容もあまり印象に残らなかった。
・WebClass上での情報伝達が時折悪かったりしたため、改善してほしい。

該当なし

理解できた

やや理解できた

やや理解できなかった

理解できなかった

該当なし

やや適切ではない

適切ではない

該当なし

【項目】 【項目】

普通

やや易しい

易しい

該当なし

よく準備されていた

どちらかというと準備されていた

あまり準備されていなかった

準備されていなかった
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2024年7月実施

1．講義内容について
（1）難易度について (2) 大学院講義としての適切性について

A A

B B

C C

D D

E E

F

票数 % 票数 %

A 3 9.4 A 23 71.9

B 14 43.8 B 9 28.1

C 15 46.9 C 0 0.0

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

F 0 0.0 計 32 100.0

計 32 100.0

(3) 教員の準備について (4) 理解度について

A A

B B

C C

D D

E E

票数 % 票数 %

A 24 75.0 A 8 25.0

B 8 25.0 B 20 62.5

C 0 0.0 C 4 12.5

D 0 0.0 D 0 0.0

E 0 0.0 E 0 0.0

計 32 100.0 計 32 100.0

(5) 講義全体で良かった点

(6) 講義全体で悪かった点

2024年度前期大学院薬学研究科薬学専攻博士課程講義アンケートとその内容報告

【項目】 【項目】

難しい やや適切である

普通 やや適切ではない

非常に難しい 適切である

やや易しい 適切ではない

易しい 該当なし

該当なし

【項目】 【項目】

よく準備されていた 理解できた

どちらかというと準備されていた やや理解できた

あまり準備されていなかった やや理解できなかった

準備されていなかった 理解できなかった

該当なし 該当なし

・全て英語や講義スタイルで非常に難しかったが、今後の研究者としての能力を養うためには大切なことだと感じた。
・ディスカッションを重要視されていて、英語で受け答えをする練習を行う場としては良かったと感じた。
・授業の中で、自分で英語を話す機会が多かったのは大変ではあったが、とても学びの多い時間だった。
・Discussion theme each other in English・履修生の持ち寄った題材についてディスカッションできたため、様々分野の知識を得るとともにそれぞれのテーマに
あった英語を学ぶ事ができた。
・英語でディスカッションする機会が多かった事がとても勉強になった。・今まで英語に対する苦手意識が強く、英語の勉強を避けてしまっていた。
・ディスカッションで話したいのに単語が出てこないのが辛く、この講義を通じて勉強しなくてはいけないと感じた。・講義の進行が実践的で非常に良かった。
・リスニングとスピーキング中心の講義内容だったため、よい練習の場になった。・講義を通じて、実際に英語を母国語としている方の発音を聞き取れるかどう
か試すことができたのが非常に良かった。・自分の専門ではない分野の講義であったため、授業内で理解できる部分とできない部分があった。
・理解できなかった部分においては、課題等で資料を調べながら対応したため、多くのことを学べた。・普段の分析の実験では、使用しない技術などをしることが
できた。また、自身の実験に活かす方法を考察することができた。
・最新の技術など幅広く知ることができた。・知らない分野だったが、興味深く受講することができた。・自身の専門分野とは異なる分野であったが、背景を学ぶ
ことができたのが良かった。
・興味を持っていた分析法について学べたため非常に良かった。・専門分野外であったが、研究内容を知ることで、自身の研究に応用できそうな発見がいくつか
見つかった。
・マイクロ液体デバイス等の実物があったり、自身の研究と繋げて課題等でより理解が深まった。・基礎的な知識に加えて、その分野における最近の動向を解
説いただけて良かった。・外部講師の講義を交えてより専門的な知識を身につけることができた。・機器分析からゲノムまで幅広く学ぶ事ができた。
・自身の専門外について学ぶ事ができた。・専門分野でないため、複雑で難しかったが、説明が分かりやすく良かった。
・研究内容も併せて講義をしていただけたので、大変興味深かった。・テスト範囲等詳しく周知いただけたので、対策がしやすかった。
・講義内容は難しかったが、説明（解説）が分かりやすく、興味を持って取り組むことはできた。・講義後の課題の難易度や量も適切であった。
・学部時代に学んできた事の発展した内容だったため、理解しやすくとても興味深く取り組めた。・講義の内容がわかりやすかった。
・先生方の経験を踏まえた講義内容だったため、研究内容だけでなく大学院生としての過ごし方等今後の心構えとしてとても有意義だった。
・基礎知識が不足していても興味が持てる講義内容だった。・薬草園の見学もとても興味深かった。・研究内容等知ることができたため、知識が深まった。
・植物自体から天然物由来の薬、分離や細胞実験などとても幅広く学べた。・生薬の研究や論文の質を知ることができた。

・課題については毎週先生より口頭で話があったが、英語だったため、解釈を間違えてしまうリスクがあると感じた。
・もし可能であるならば、文書で次回講義までの課題内容を提示していただけると安心する。・最後のプレゼンテーションに関しては、難易度が高いと感じた。
・課題が多い。・実践項目は、予め英語でも日本語でも良いので、提示してほしい。・講義室でスライドを投影した時、画質のサイズが見えにくくなる時があった。
・多少、講義の内容が重複している箇所があった。・資料や各種データを提示いただけたので、勉強しやすかった。
・講義室の機器を新しいものに更新していただきたい。・テスト対策を行う際、負担になってしまった。
・大学院講義のためやむを得ないと思うが、専門用語や略語に苦しむ事があった。・青本の内容が中心だったため、もう少し研究の中身について知りたい。
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２．その他、講義に対する希望やご意見などを記載してください。
・もう少し実験機器の動画などがあった方がより実感が持てた。
・講義室の空調の調整ができるようにしてもらいたい。
・生薬とはどのような研究が展開されているか知りたい。復習よりかは実践的な内容を知りたい。
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